
インサイトガイド  フルスタックネットワーキング

フルスタックソリューションで成果を最大化： 
ネットワーキングでAI を最大限に活用するには
クラス最高のフルネットワーキングスタックの真価を引き出し比類ないエクスペリエンスを実現
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ジュニパーのAIネイティブでクラウドネイ
ティブのフルスタックソリューションポート
フォリオの詳細をご覧ください。

詳細はこちら→

AI の時代に再考するキャンパ
スおよびランチ向けネットワー
キング
世界各地の最高経営責任者（CEO）が、ビジネス全体に AI（人工知能）を導
入するよう企業に指示を出しています。目的は、運用を変革して潜在的な収
益を活用することです。また、ITネットワークを含むあらゆる分野のベンダー
が、この機会を活用して逃すまいとしています。

複雑で高価なキャンパスおよびブランチネットワーク環境を管理するネットワーキングリー
ダーは、極めて重要な疑問を抱くことでしょう。

• AIで実現できるメリットはいくつあるのか？ 

• 適切なリスク許容度は？ 

 • 出力を最適化する最善の方法は？

幅広い導入オプションがある状況では、ベンダーの先見性、能力、専門知識によってもたら
される実相がこれまで以上に重要になっています。さらに、AIを推進するベンダーは、次の
ような複数のカテゴリーに分類できるといえます。 

• フルスタックをキャンパスやブランチに統合できない、雑多な AI機能を持つ孤立し
たニッチなベンダー

• フルスタック運用の効率化を錯覚させる、さまざまなボルトオンの AIソリューション
を売りにしたベンダー

 • AIの真価を最大限に引き出せるよう一から設計された、実績あるフルスタックアー
キテクチャを持つベンダー

後者はネットワーキングにおける重要な進化を表しています。クラ
ス最高のネットワーキングコンポーネントと革新的な AIネイティブ
の機能を緊密に統合することで、運用担当者とユーザーのエクスペ
リエンスの向上、ひいては現代のネットワーキング環境における「フ
ルスタック」という言葉の再定義につながります。 

ジュニパーは、今日の最先端のフルスタックネットワークが企業の
進化するニーズに応えるためには、高度にダイナミックで拡張性に
優れている必要があると考えています。また、ユーザーエクスペリ
エンスを終始高め、保護しながら管理を簡略化してコストを削減す
る、AIや自動化の機能を備えている必要もあるでしょう。

この ebookでは、進化の事例をご紹介します。AIネットワーキン
グにおけるデータの役割や、連携するエンタープライズクラスのフ
ルスタックソリューションについて考察します。また、ITネットワー
クにおける AIソリューションの成果を最大限に高めるうえでの質の
高いデータ入力の重要性についても掘り下げていきます。 

それでは始めましょう。 

https://www.juniper.net/jp/ja/campus-and-branch.html
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成果の最大化
ネットワーク運用におけるパフォーマンスと効率の最大化は、LANおよびWAN
のネットワーク全体において比類ないユーザーエクスペリエンスを実現し、保護
することに特徴付けられます。これには、革新的な拡張性と俊敏性、優れたエン
ゲージメント、運用の簡略化、最低限の TCOおよび OpExの達成が含まれます。
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重要なポイント
予測分析やメンテナンス、自動化、インテリジェ
ントなネットワークモニタリングなどの機能を備え
た AIは、ネットワーキングにおける変革の力とし
て台頭しました。キャンパス環境や分散したブラン
チ環境では、正しい「フルスタック」のアプローチ
を取ることで、複雑さやコストをさらに抑えること
ができます。

01 「マーキテクチャ
（marchitecture）」を超える真
のフルスタック

最新の戦略では、100%オープンAPI
アーキテクチャに支えられたハード
ウェアとソフトウェアの統一されたア
プローチ（AIに対しても含む）を採用
し、運用を合理化してエクスペリエン
スを高めています。

02 影響力が大きくリスクの低
いネットワーキングにおける
AI 

ネットワーキングにおける AIは、
ユーザーや IT担当者に対して迅
速かつ一貫した価値ある影響を
もたらす能力が際立っています。

03 成果を最大化するクラス最高の
フルスタックソリューション

LAN、WAN、セキュリティ、そしてそ
れ以外から AIへのインプットを収集
して活用することで、かつてない機会
がもたらされます。

04 先見性および成熟度の 
重要性

成熟したデータサイエンスアルゴ
リズムを継続的に学習し、厳選
されたデータセットに応用するこ
とが極めて重要です。

05 企業が通知する継続的な 
オーケストレーション

ベンダーチーム内の編成やオーケス
トレーションが適切であることは、
テクノロジーレイヤー以上に重要に
なります。 

06 優れた AIネイティブフルス
タック 

ジュニパーでは、ネットワーキン
グの可能性を変革する、AIネイ
ティブでクラウドネイティブの業
界唯一のフルスタックソリュー
ションを提供しています。

https://www.juniper.net/


インサイトガイド  フルスタックネットワーキング

↖ 最初に戻る ← 前のセクション 次のセクション → 6

EMAの調査によると、NetOpsを成功に導くにあたっての最大
の障壁には、高度なスキルを持つ人材の不足、管理ツールの過
多、低品質のネットワークデータ、ドメイン間の可視性の欠如
などがあります 1

ネットワーク運用チームの 25%近くが、モニタリング、管理、
トラブルシューティングに 11～ 25のツールを依然として利
用しています 2

ネットワークの問題の 30%が、手作業によるミスに起因します 3

https://www.juniper.net/
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03 AIの有望性

ネットワーキン
グにおいて疑う
余地のない AI
の有望性 
今日のキャンパスおよびブランチネット
ワークは、企業の循環系としても神経系
としても両方の役割を果たしています。 
データの重要な流れを誘導し、迅速かつ
インテリジェントな対応を実現します。

各ネットワークのつながりは、生産性や革新性を
推進し得る可能性に満ちています。しかし、この
相互に接続されたWebを管理することは、これ
まで以上に難しくなっています。 

IT運用チームは、急速に進化するビジネスニーズに苦心しています。拡大し続ける攻撃対象領域を巧妙な脅威
から保護する難しさを突き付けられているのです。また、帯域幅のニーズを押し上げる新しいデバイス、接続
タイプ、アプリケーションの急増にも対処しなければなりません。 

拡張の必要性、リソースや予算の制約、専門スキルの不足の兼ね合いを図っても、複雑さが増すばかりです。

こうした状況で、ネットワーキングにおける真なる革新力として現れたのが AIです。実際に、最先端の AIネッ
トワーキングソリューションは、すでに多くの実際問題を大幅に軽減しており、時には解消すらしています。
次に例を示します。

 • 予測分析およびメンテナンス：AIによるネットワーク管理ツールを利用することで、リアルタイム
でデータを分析し、問題が発生する可能性を予測して未然に防ぐことができます。これにより、事前
対応型のメンテナンスが実施できるようになり、ダウンタイムが短くなります。これには、潜在的な
セキュリティ脅威の特定、異常の検出、ネットワークパフォーマンスの最適化が含まれます。

 • 自動化およびオーケストレーション：AIで自動化を強化することで、ネットワークの自己修復、自
己構成、自己最適化が可能になります。これらはすべて、ユーザーや運用担当者のエクスペリエンス
の向上に加え、手動介入の削減、全体的な効率の向上につながります。また、AIを活用したオーケ
ストレーションツールでも、ネットワークプロビジョニングや変更管理などの複雑なプロセスを自動
化することができます。

 • インテリジェントなネットワークモニタリングおよびインサイト：AIを活用したモニタリングツー
ルでは、ネットワークパフォーマンスをリアルタイムで可視化できるため、実用的なインサイトが手
に入り、データに基づく意思決定が可能になります。AIドリブンの分析機能では、傾向を突き止め、
パターンを検出し、最適化、セキュリティ、容量の計画に関する提案を受けることができます。

こうした機能は現存してはいるものの、例外的なものであり、一般的なものではありません。日常業務を著し
く変革するのに必要な統合機能やデータが不足しているソリューションがほとんどです。 

https://www.juniper.net/
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「ネットワークスタックを精査して [ネットワーク ]の
問題個所や修正方法の特定を試みる Tier 2/Tier 3を
自動化しようとしても、ドメインに依存しない多く
の汎用AIOpsプラットフォームではそれが叶いません。
こうしたプラットフォームはドメインのエキスパー
トではないのです」 4

シェイマス・マックギリカディ、EMAの調査担当副社長

https://www.juniper.net/
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04 入力の重要性

データ入力の最適化
から始まる成果の 
最大化
ネットワーキングにおいてAIやML（機械学習）から価
値を最大限に引き出すには、量、範囲、品質、タイミン
グ、処理に加え、データを分析し活用するためのリソー
スが重要になります。要するに、AIを利用して効果的に
行動できるかどうかは、現状を総合的に把握できるかど
うかにかかっているのです。 

何が起こっているのか、どこで発生したのか、なぜ発生したのかを
正確に把握することが、タイムリーに通知し適切に対応するうえで
重要になります。また、質の高いデータはすべての要です。 

格別なワインを生み出すプロセスがさまざまな要素に左右されるよ
うに、ネットワーキングにおける AI向けの高品質データの生成もさ
まざまな要素に左右されます。 適切なブドウ、土壌、熟成期間が
ワインに必要であるように、十分にラベル付けされ緻密に厳選され
た情報で多様なデータセットを構築するにあたっては、ネットワー
キングの専門知識、真摯な取り組み、忍耐力のすべてが不可欠な
ものとなります。

ネットワークの健全性に関する基盤データを収集し、AIエンジンに投入することは誰もがで
きるようになりました。しかし、比類ないユーザーエクスペリエンスを実現し、誤検知を最小
限に抑えることが可能な、真に影響力のある AIを構築するには、多くのことを考慮する必要
があります。こうした目標を達成するには、組織の構造からハードウェアやソフトウェア開発、
データスペクトル、ツールセットに至るまで、ベンダーはあらゆる事柄を考慮する必要があり
ます。また、成熟したデータサイエンスアルゴリズムを継続的に学習し、厳選されたデータセッ
トに応用することも極めて重要です。

さらに、ネットワーキングにおいて AIからの出力を最大限に高められるかどうかは、データ
入力の量と多様性に左右されます。これこそが、AIネットワーキングソリューションのほとん
どが限定的となる状況です。現在、ITネットワークソリューションには LANからデータを収
集するものも、WANから収集するものもあります。しかし、LANとWAN（およびその他）
のどちらからもデータを収集して活用できるソリューション、いわゆる「フルスタック」はほと
んどありません。これは、統合性と相互運用性を徹底するうえで、ベンダーの先見性が必須
要件であることを強調しています。 

AIネットワーキングの向上における入力と出力の役割

良
LANまたはWAN

優 
LANおよびWAN

秀
LAN、WAN、セキュリティ、位置情報、
およびその他の AIネイティブ機能を備え
たもの

ネットワーキングパフォーマンスと
セキュリティに関する断片的な視
点を提示 

ネットワーク運用のより全体的な
視点を提示し始め、AIシステムで
より多くの情報に基づいた判断を
実現

包括的なデータセットを実現し、AIシス
テムの可能性を最大限に引き出す俯瞰的
な視点を提示

メリットのスナップショット： 
範囲が限定的であることで潜在的
なメリットも限定的となり、効率
化と脅威検出における基本的な強
化を実現

メリットのスナップショット：
ネットワーク管理を適度に改善し、
ダウンタイムを短縮してより複雑な
問題を特定

メリットのスナップショット： 

• AIを強化することでネットワークパ
フォーマンスを先回りして最適化 

• 脅威の予測分析機能によりセキュリ
ティを強化

• パーソナライズされたユーザーエクスペ
リエンスを実現

https://www.juniper.net/
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ほとんどのベンダーが持つ従来の初期段階の
AIネットワーキングモデルを超越したジュニ
パーの AIネイティブフルスタックアプローチ
は、ネットワークのイノベーションにおける
次なる新境地となります。

https://www.juniper.net/
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05 成果の向上

AIネイティブフルスタッ
クアプローチがネット
ワーキングをいかに進化
させるか 
これまで、質の高いデータが AIの生命線となる理由や、ネット
ワーキングにおける成果を最大化するうえでネットワーク全体
から質の高いデータを収集する必要がある理由をご説明しまし
た。ここで、大きな疑問が生じます。あらゆるレベルで質の高
いデータを獲得して利用し、ネットワーキングの成果を向上す
る最善の方法とはどのようなものなのでしょうか。 

最善の戦略は、業界最先端のハードウェアとソフトウェアのスタックによる
統一されたアプローチ（フルスタック）を採用し、パフォーマンスの最適化、
運用の合理化、ユーザーエクスペリエンスとセキュリティの向上を図るとい
うものです。このアプローチはマイクロサービスクラウドや 100%オープン
APIアーキテクチャを基盤とし、5G、ITSM、通信プラットフォーム、サイバー
セキュリティ、モビリティといったドメイン全体の他の先進的なソリューショ
ンに拡張されます。

ジュニパーは、ネットワーキングデバイスをセンサーとして利用し、LANや
WANに加え、統合型セキュリティや位置情報ベースの入力から包括的な
データを幅広く取得することで、従来のネットワーキングデータの収集を変
革しています。例えば、ジュニパーのアプローチでカギとなる要素には、次
のようなものがあります（大局的な視点については 12ページを参照）。 

 • エンドツーエンドのテレメトリの強化：予測分析用のMist AI ™によって強化
されたルーター、スイッチ、ファイアウォールからのテレメトリのストリー
ミングを介して、150を超える無線ユーザーのステータスをリアルタイムで
測定 

 • クラウドネイティブのマイクロサービスアーキテクチャ：AIデータのリアル
タイム処理をサポートし、拡張性と耐障害性に優れた効率の高いネットワー
ク管理システム運用を実現

 • 共通の AIエンジン：ネットワークデータ分析と意思決定のプロセスをMist 
AIによる単一のインテリジェントフレームワークに統合し、ネットワークエコシス
テム全体で運用の合理化、予測的な問題解決、アダプティブラーニングを促進

ジュニパーでは、詳細なテレメトリデータに基づきユーザーエクスペリエンスを継続
的に学習することで、アプリケーションデータをネットワークデータとともに取り込
みます。これにより、使用中のアプリケーションについてAIシステムが学習し、ネッ
トワークの状態の悪化に応じてユーザーのアプリケーションエクスペリエンスへの影
響を予測できるようになります。 

さらに、ジュニパーの先駆的な AIネイティブ仮想ネットワークアシスタント、
Marvis ™により、管理やトラブルシューティングが簡略化されます。Marvisには対
話型インターフェイスが備わっており、問題解決を合理化し、アクションフレームワー
クを自動化し、ネットワークを継続的に改善します。さらに、業界初のデジタルエク
スペリエンスツインであるMarvis Minisも備えています。Minisは接続の問題を事前
に特定して防ぐだけでなく、より良いネットワークエクスペリエンスをユーザーに提供
します。

大規模なキャンパス環境や分散したブランチ環境では、こうした機能を組み合わせ
ることで状況が一変します。コストが増大し、IT運用チームに限界まで負担がかかり、
ユーザーエクスペリエンスを悪化させ、拡張性や俊敏性を阻害する展開、トラブル
シューティング、メンテナンスの課題を効果的に排除することができます。機能を組
み合わせることで、エンタープライズネットワーキングアプローチを真に変革し、経
時的に向上し続けるようになります。 

https://www.juniper.net/
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05 成果の向上

大局的な視点で捉える

現代のフルスタックネットワークの基盤は、そのダイナミックな性質と、新しいネットワーキ
ングドメインやその先のシームレスな統合を実現するのに欠かせません。適応力を高めること
は、ITネットワークの新時代の先駆けとなり、確立されたテクノロジーの従来の TCOモデ
ルを覆し、運用担当者とユーザーのどちらのネットワークエクスペリエンスにも変革をもたら
します。ここで、ジュニパーがいかにフルスタック運用を再構築するかを示す機能の例をいく
つかご紹介します。

 高パフォーマンスの SD-WAN

セッションスマートネットワーキングを使用するトンネルフリー
でセッションベースの SD-WANで、帯域幅の使用率を改善し、
リアルタイムのネットワークの状態に応じて即時のフェイル
オーバーを可能にします

 セキュアAIネイティブエッジ

1つの運用ポータルにセキュリティ、WAN、LAN、NAC（ネッ
トワークアクセス制御）を統合することで、有線スピードで脅
威に対する優れたカバレッジを実現し、AIネイティブの
uZTNAおよび SASEベースのアーキテクチャにおける重要な
一歩を踏み出します 

 データセンターとのシームレスな統合

業界初の VNA（仮想ネットワークアシスタント）で、キャンパ
スおよびブランチからデータセンターに至るまで、エンタープ
ライズドメイン全体でエンドツーエンドの可視性とアシュアラ
ンスを実現します

 高度なルーティングアシュアランス 

従来のエッジルーティングトポロジーに AIネイティブの自動化
とインサイトをもたらします

 Wi-Fi 6EおよびWi-Fi 7の最先端のハードウェア

APは、拡張性や俊敏性を最大化しながら、ネットワーク運用
を簡略化するよう設計されています。Wi-Fi 7の高電力スイッ
チには、建築設備の電力とデータを一元管理する事前対応型
の機能が備わっています

図 1

AIネイティブのサポートが
経時的に改善していることを
示す、過去数年間にわたっ
て AIが事前に解決した、お
客様の ITネットワーク障害
チケットの割合

 統合型屋内位置情報サービス 

16素子の Bluetooth®アンテナアレイを活用する無線 AP（アクセスポイント）でAPの
配置や方向調整を自動化してアセットを正確に可視化し、ユーザーエンゲージメントを
高めて業界全体のワークフローを強化する vBLEで屋内位置情報サービスの精度と拡張
性を高めます

https://www.juniper.net/
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06 テクノロジーを超えて

テクノロジーを超えて：
組織構造の重要性
フルスタックネットワーキングアプローチで成果を最大化でき
るかどうかは、導入したテクノロジーのみに依存するわけでは
ありません。組織構造にも大いに左右されるのです。 

異なる技術レイヤー間やチーム内の編成やオーケストレーションが適切であ
ることが、成功には欠かせません。

ジュニパーでは、ジュニパーのデータサイエンスチームやカスタマーサポー
トチームが協力し合えるよう、コラボレーション環境を構築しています。両
チームが物理的にも運用上も連携し、高度な AIOpsツールを利用すること
で、お客様の問題やフィードバックをリアルタイムで把握し続けることができ
ます。 

この緊密なコラボレーションにより、ジュニパーのデータサイエンスのエキ
スパートやドメインのスペシャリストは、進化するお客様のニーズやソリュー
ションへの優先順位付けに連携して対応し、継続的に成長することができ
ます。

Zoom、Teams、ServiceNow、Cradlepoint、Zebraといったソリューショ
ンからのデータポイントを統合して将来のパフォーマンスを積極的に予測
し、特定の機能まで掘り下げて先んじてトラブルシューティングを行うなど、
サポートがますますきめ細やかになりつつあります。今後も向上し続けてい
くことでしょう。 

ジュニパーの AIOpsは導入を迅速化し、運用を簡略化し、TCOを削減し
ます。

詳細はこちら（英語）

図 2

AIOpsはデータにとどまることではありません。適切な組織構造も必要になります。

https://preview.junipercloud.net/us/en/forms/2024/on-demand-demo-ai-native-campus-and-branch-integrations-enhancements.html
https://www.juniper.net/
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07 現在のフルスタック

AIネイティブで 
クラウドネイティ 
ブの業界唯一の 
フルスタック 
ソリューション
ジュニパーでは、今日のキャンパスおよびブラン
チネットワーク全体でネットワーキングの可能性
を変革する、AIネイティブでクラウドネイティブ
の業界唯一のフルスタックソリューションを提供
しています。  

無線アクセス

シームレスで安全なモバイル接続

 • 学生、買い物客、患者、従業員に適した信頼性の高
い接続

 • Wi-Fiを俊敏に拡張して更新

 • NACでモバイルやデバイスを特定して保護

有線アクセス 

ビジネスに適した信頼性の高い安全な接続

 • IoT、AP、有線デバイスに適した信頼性の高い接続

 • マイクロセグメンテーションで IoTとユーザーを接
続して保護

 • NACでデバイスを特定して保護

屋内位置情報サービス

インサイトに基づくパーソナライズされたユーザーエクスペ
リエンスを実現

 • 学生、買い物客、患者、従業員との交流

 • 屋内 GPSおよびアセットの場所

 • 位置情報に基づく分析

ブランチオフィスへの安全なアクセス

世界各地のブランチオフィスへの安全かつ信頼性の高い
シームレスな接続

 • 安全な SD-WAN/SASE

 • 分散型の企業環境

 • クラウドアプリに最適化したWAN 

https://www.juniper.net/
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07 現在のフルスタック

ジュニパーの統合ソリューションは、テレメトリ、ワークフ
ローの自動化、DevOps、MLの組み合わせに依存し、よ
り順応性のある予測可能なネットワークを実現しています。
ネットワーキングにおける AIに対するジュニパーの包括的
なアプローチは、次のような多くの業界初の達成につなが
りました。 

• 環境全体で無線エクスペリエンスを最適化する事前
対応型の AIドリブンの RF調整

• 比類ない自動化、可視化、問題解決を実現する LAN
およびWANにおけるダイナミックパケットキャプ
チャ

• ネットワークの問題を迅速に診断して対処し、
MTTRを削減して多くの障害対応チケットを排除す
る根本的原因の自動分析

• 有線、無線、WANのネットワークの潜在的な問題を、
ユーザーに影響が出る前に先んじて検出して対処す
る AIネイティブデジタルエクスペリエンスツイン

ジュニパーの AIネイティブフルスタックは、その名の通り
キャンパスやブランチに関わらず、分散型の企業環境にま
で拡張します。以下がその例です。

 • AIネイティブ VNAは、IBN（インテントベースネッ
トワーク構築）システムと連携した直感的な対話型
インターフェイスを介し、事前対応型のインサイト
と簡略化したナレッジベースクエリによってデータ
センターの運用を刷新することで、稼働時間を向上
させ、解決時間を短縮します

 • Juniper Mistルーティングアシュアランスは、高度
なWANの運用にAIOpsを活用することで、ルーティ
ングの可視化、事前対応型のインサイト、トラブル
シューティングの簡略化、MTTR/MTTIの低減、根
本的原因の自動分析をエンタープライズエッジで実
現します

 • AIネイティブセキュリティは、キャンパス環境、ブ
ランチ環境、データセンター環境、クラウド環境に
またがるジュニパーのスイッチ、ルーター、AP全
体を、クラス最高の脅威保護機能を備えた適切かつ
安全なインフラストラクチャを通じて可視化して強
化し、ネットワークとセキュリティ運用チーム全体
の生産性を高めます

https://www.juniper.net/
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従来のフルスタック
厳格： 
マーキテクチャでは高いパフォーマンスを約束する
ものの達成は叶わない。寄せ集めで作られたソ
リューション

手間のかかる管理： 
複数の管理インターフェイスを要する。CLIが複雑
であることが多い

限定的な統合： 
ネットワーキング環境やソリューション全体でシー
ムレスに統合できない 

事後対応型： 
問題が発生してから手動で対応する必要がある 

現在のフルスタック
ダイナミック：
現在から将来にかけての企業のニーズに応えるよう
に設計

AIネイティブの管理： 
統合型 AIで一から構築された一元的な管理

包括的な統合： 
最先端の LAN、WAN、データセンター、屋内位置
情報サービス、セキュリティ、オープン APIアー
キテクチャを特徴とした統合型プラットフォーム
で、ServiceNow、Teams/Zoom、Cradlepoint、
Zebraなどとシームレスに統合 

事前対応型： 
問題を特定し、ユーザーに影響が出る前に軽減が
可能

https://www.juniper.net/
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メリットの 
スナップショット
AIネイティブフルスタックアプローチは、複雑な
キャンパス環境やブランチ環境に前例のない効
率化をもたらします。実例をいくつかご紹介しま
しょう。 

8倍に高速化 
ネットワークの更新

ジョージワシントン大学、エクスペリエンスを強化 

クラウドで管理する最新の有線および無線ネットワークに
より、ネットワーク管理やトラブルシューティングが簡略化
されることで、IT担当者やユーザーのエクスペリエンスが
一貫して高められるようになりました。

50万米ドル 
を超える年間削減額 

ブレント・ロンドン自治区、スタッフの生産性が
向上

AIネイティブネットワークにより、問題が明確に可視化さ
れ、修正の提案も行われることで IT担当者が問題を把握
できるようになり、継続的な管理上の課題が合理化されま
した。

90%を超える
ネットワーク障害 
対応チケット削減率

Halfords、AIOpsを活用して小売業を変革

Halfordsは、クラウドネイティブ、AIネイティブアプロー
チへの転換を図ることで、次世代の小売業ショッピングソ
リューションを実現しながら管理上の課題の簡略化を達成
しました。

「ジュニパーが提供するネッ
トワークのユーザーエクス
ペリエンスは、市場の他の
ものをはるかに凌駕してい
ます。ジュニパーの容易な
運用と、自己修復機能、そ
れに提供されるユーザーエ
クスペリエンスメトリクス
は非常に優れています」

ニール・ホールデン、Halfordsの CIO 

https://www.juniper.net/jp/ja/customers/the-george-washington-university-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/the-george-washington-university-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/the-george-washington-university-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/london-borough-of-brent-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/london-borough-of-brent-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/2023/halfords-case-study.html
https://www.juniper.net/jp/ja/customers/2023/halfords-case-study.html
https://www.juniper.net/
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フルスタックネッ
トワーキングの 
アクションガイド
これまでのネットワーキングテクノロジーの導入と
進化の広範さを考えると、キャンパスおよびブラン
チ向けネットワーキングは長らくその複雑さに圧倒
されてきました。AIネイティブネットワーキングを
導入すれば、すべてが変わります。 

ネットワークはキャンパス環境およびブランチ環境
で常に成長し、変化し続けますが、AIネイティブフ
ルスタックアプローチにより、コントローラや細分
化された管理プラットフォームなどの不必要に複雑
なものが排除され、IT環境全体で最先端のソリュー
ションと連携する前例のない機会がもたらされます。
さらに、成果の最大化を実現するのに必要な「ちょ
うどよい」AI機能レベルを提供し、最低限の TCO
や OpExでユーザーや IT担当者の格別なエクスペ
リエンスをサポートします。 

高級ワインのように、あとは時間とともに良くなる
ばかりです。  

01
PoCの機会を見極める 

キャンパスおよびブランチ環境で機会を見極め、PoC
に取り組みましょう（新しい拠点やアプライアンスのアッ
プグレードなど）。

02
低リスクのトライアルから開始する

ジュニパーの AIを試し、本番トラフィックに導入
して、お客様の組織にジュニパーのソリューション
が適しているかどうかをご確認ください。フルス
タックのどの段階からも、Wi-Fi、スイッチング、
SD-WANのソリューションのどの組み合わせでも
開始できます。

03
違いを体験する

AIネイティブアプローチがいかに簡略化、生産性向上、
信頼性向上を実現するかをご確認ください。

04
導入を拡大する

キャンパスおよびブランチ、NAC、データセンター、
ファイアウォール、エンタープライズエッジなどの
他の場所にも取り入れることで、範囲を拡大しま
しょう。

https://www.juniper.net/us/en/forms/juniper-mist-ai-on-us.html
https://www.juniper.net/
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ジュニパーのフルスタックの詳細

フルスタックの可能性や、キャンパスおよびブラン
チソリューションの詳細をご覧ください。

ソリューションのご紹介 →

ジュニパーの AI をお試しください（英語） →

Mist AI in action

Juniper Mist AIの最新のマイクロサービスクラウ
ドが、真の可視性、自動化、アシュアランスをい
かにもたらすかをご覧ください。

オンデマンドデモをご覧ください →

次のセクション →

次のステップ

https://www.juniper.net/jp/ja/campus-and-branch.html
https://www.juniper.net/us/en/forms/juniper-mist-ai-on-us.html
https://www.juniper.net/jp/ja/forms/2024/on-demand-demo-for-ai-native-networking-platform-campus-branch.html
https://www.juniper.net/
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ジュニパーを選ぶ理由

ジュニパーネットワークスは、単なる接続性は優
れた接続エクスペリエンスと同じではないと考えて
います。ジュニパーの AIネイティブネットワーキン
グプラットフォームは、AIを活用し、エッジからデー
タセンター、クラウドにいたるまで、最高かつ安全
なユーザーエクスペリエンスを実現することを目的
に、ゼロから構築されています。詳細については
www.juniper.net/jp/jaをご覧いただくか、X（旧
Twitter）、LinkedIn、Facebookのジュニパーのア
カウントをご確認ください。

ジュニパーネットワークスの AIネイティブネット
ワーキングフルスタックソリューションの詳細につ
いては、ジュニパーの担当者またはパートナーに
お問い合わせいただくか、ジュニパーのWebサイ
トにてご確認ください。WebサイトURL：https://
www.juniper.net/jp/ja/campus-and-branch.html
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01 「Network Management Megatrends 2024: 
Skills Gaps, Hybrid and Multi-Cloud, SASE, 
and AI-Driven Operations」。EMAのオンデ
マンドのオンラインセミナー

02 同上 

03 同上 

04 The NetOps Expertのポッドキャスト、エピ
ソード 9：「The NetOps Expertの AI/ML and 
NetOps―A Conversation with EMA」、2024
年 7月。
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